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建建築築学学科科カカリリキキュュララムム

※4 年次の「建築ゼミS」と「卒業研究F」の履修については、B7 ページの注意点を参照すること。

学部共通科目

ターム （）は担当教員の分野 AT
建築理論

SE
構造工学

UE
都市環境

AD
建築デザイン

１年 都市科学A

建築と社会のデザイン
（AD）

絵画・彫塑・
基礎デザインⅠ

地域連携と都市再生A
（UE）

絵画・彫塑・
基礎デザインⅡ

③

都市科学B, C 建築構造解析Ⅰ・演習 身体と空間のデザイン

地域連携と都市再生B
（UE） 建築構法Ⅰ, Ⅱ 絵画・彫塑・

基礎デザインⅢ, Ⅳ

⑥

２年 居住空間の計画Ⅰ, Ⅱ
（AT）

GISによる地域解析概論
（UE）

西洋建築史Ⅰ, Ⅱ 建築構造解析Ⅱ・演習 建築環境計画Ⅰ, Ⅱ

建築構造計画と
構造デザインⅠ, Ⅱ

フィールドワーク論・演習
Ⅰ, Ⅱ（専門コア科目・分野なし）

③ ランドスケープ論

都市環境リスク共生論Ａ
（UE）

日本建築史Ⅰ, Ⅱ 鉄筋コンクリート構造
・演習 建築熱・空気環境Ⅰ, Ⅱ

人間生活と建築計画
Ⅰ, Ⅱ 都市と都市計画Ⅰ, Ⅱ

都市環境リスク共生論Ｂ

建築・都市環境工学演習
（専門コア科目・分野なし）

⑥ 建築史演習

３年

近代建築史Ａ, Ｂ 建築材料 建築音・光環境Ａ, Ｂ

公共施設の計画Ａ, Ｂ 建築材料・構造実験 設備計画Ⅰ, Ⅱ

鉄骨構造・演習 都市計画とまちづくり
Ⅰ, Ⅱ

都市環境設備計画Ⅰ, Ⅱ

③ 建築コンピュータデザイン

社会デザイン・
フューチャーセッション

建築と都市の
メディアデザイン（AD）

建築理論演習
（専門コア科目・分野なし）

建築構造・構法設計演習
（専門コア科目・分野なし）

地域環境計画演習
（専門コア科目・分野なし）

建築デザインスタジオⅠ
（専門コア科目・分野なし）

建築生産Ⅰ, Ⅱ 設備計画Ⅲ, Ⅳ

建築法規Ⅰ, Ⅱ

⑥

４年

建築芸術史論Ａ, Ｂ
（AT）

建築構造解析Ⅲ・演習
（専門コア科目・分野なし）

建築デザインスタジオⅡ
（専門コア科目・分野なし）

建築デザイン論
（専門コア科目・分野なし）

③

⑥

①
②

デザインスタジオⅢ

高度全学教育指定科目

・基礎科目
・グローバル教育科目
・イノベーション教育科目

建築プレゼンテーション
（専門関連科目）

④
⑤

建築実践英語Ａ・Ｂ
（専門関連科目）

確率・統計
溶接工学概論

①
②

建築ゼミＳ

安全工学概論

④
⑤

卒業研究Ｆ

建築実践英語Ａ・Ｂ
（専門関連科目）

建築インターンシップ
（専門コア科目・分野なし）

専門科目
専門基礎科目 全学教育科目

①
②

建築学概論・演習
解析学Ⅰ
線形代数学Ⅰ
図学Ⅰ
物理学ⅠA

英語科目

初修外国語科目

基礎科目・人文社会系
基礎科目・自然科学系

健康スポーツ科目

④
⑤

解析学Ⅱ
線形代数学Ⅱ
図学Ⅱ
物理学ⅠB
微分方程式Ⅰ

①
②

デザインスタジオⅠ

関数論

Prospects of Arch, Infstr & Ecosystem Sci
（専門関連科目）

④
⑤

デザインスタジオⅡ

微分方程式Ⅱ
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都都市市基基盤盤学学科科

１１．．学学習習・・教教育育目目標標

【育成人材像】

今日の都市基盤、社会基盤の計画、建設、運用においては、地球的観点にたって自然環境との調和のとれた共生を目指すこ と

の重要性が指摘されている。既存の土木工学が担っていた基盤技術（いわゆる建設・維持管理技術）に加えて、水・土壌環境や

生態系維持、防災、社会資本政策やプロジェクトマネジメント、国際協力など、新たな要求が生まれている。都市基盤学科では、土

木工学教育を機軸に、都市科学部の文理をまたがる知見と連携して、地域・都市から地球規模に至る様々なスケールに

おいて、リスク、サステナビリティ、グローバルなどの視点で人間・自然環境を再構築し、あるいは創造するための、都市基盤に

係る技術やデザイン、政策決定、マネジメントなどに関する専門教育を展開し、安全安心で靱性の高い高品質な都市、地球環境・

社会的公平性・経済的効率性のバランスある持続的発展、国際的な技術協力支援・今日的グローバル課題の解決などの実現に主導

的に貢献できる人材を育成する。

【学習・教育到達目標】

 土木技術が社会や自然に対して極めて大きな影響を及ぼすものであることを理解し、技術者としての責任を自覚すると
共に、地球的観点にたって自然環境との調和のとれた共生を目指すことの重要性を理解する。

 自然科学、人文科学、社会科学など、幅広い学識としての教養を習得し、これらが都市や社会を自然災害から守るとと
もに豊かにすることを使命とする土木工学を学ぶ上で有用な基礎学理であることを理解すると共に、社会の要求を的確

に把握し解決する能力を身につける。

 科学技術における共通的リテラシーとしての数学、英語、情報技術を習得し、それらを用いた最先端技術を活用する能
力を身につける。

 構造工学系、水工学系、地盤工学系、土木計画学系、土木材料学系の基礎学理を理解する。
 主要分野に関する実験・実習・演習を通して、基礎学理を踏まえた実現象への理解を深める。
 主要分野に関する演習・研究を通して、自主的・継続的な学習能力と、与えられた制約条件の下で計画的に仕事を進
め、成果をとりまとめる能力を身につける。

 主要分野に関する演習・研究を通して、日本語による論述的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力
を身につける。

 主要分野に関する演習・研究を通して、国際的に通用するコミュニケーション能力を身につけると共に、技術英語の読
解力の基礎を涵養する。

 以上を総合し、土木技術者として所属する各組織において、自己および相手の取るべき行動を的確に判断し、他者と

協働するとともにリーダーシップのとれる素養を身につける。

２２．．教教育育のの流流れれ

【1 年～2 年次】

1 年次と 2 年次で全学教育科目、理数系科目を含む専門基礎科目を学ぶ。並行して 1 年次から、土木工学に関する導

入科目と、土木工学を取り巻く政策、法制度などの社会科学や、防災に関連する自然科学に関する専門科目を学び始め、 2 年次、

3 年次とより専門性を高めていく。

2 年次以降は専門科目に加えて、国内外で自然環境と調和した都市基盤を構築するための実践力を身に付けるために、実

践的な科目、実験・演習、国内外のインターンシップ等で幅広く学習する。

【3 年～4 年次】

3 年次からは高度な専門分野や周辺分野の科目を、以下の 3 つの人材育成目標に沿うように履修する。

(1) 国内を拠点に社会の中での基盤施設のあり方に総合的視野から解決策や計画を提示できる土木エンジニア・プラ

ンナー

(2) 海外を拠点に総合的視野からグローバルな課題に取り組む土木エンジニア・プランナー

(3) 非建設業を含めた多様な各種産業において、土木工学の視点で最先進の科学技術やシステムを実装しマネジメン

トできる専門家

4 年次には、実践系の科目の履修に加えて、卒業研究に関するテーマを選定して個別の研究を行い、卒業論文として

成果をまとめて発表する。

なお、 年次～ 年次にかけて高度全学教育指定科目を履修する。
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３３．．履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限

(1) 履修登録単位数の上限(半期)は、指定科目を除き 1 年次 24 単位、2 年次 20 単位、3 年次以上 20 単位とし、上限

緩和措置適用者に対しては 26 単位とする。下記枠内の指定科目はこの計算に含めない。

(2) 履修する学期の直前の一学期に取得した科目の が 以上の場合は、上限緩和措置が適用され 単位ま

で履修できる。ただし、直前の学期に休学していた場合は、休学する直前の学期の が 以上であれば、

休学事由に応じて上限緩和措置が適用される場合があるので、該当者は復学後の履修登録期間までに窓口に申し

出ること。編入学の場合は入学時の春学期の上限は 単位、それ以降は該当する学年の上限単位数が適用され

る。

４４．．早早期期卒卒業業

年次終了時の専門科目の が 以上であり、 年春学期終了時点で卒業研究着手資格を有しかつ卒業に必要な科目

の が 以上で修得した場合で、卒業審査に合格した者については卒業が認定される。この早期卒業を希望する学生は、

年次終了時点に予め教務・厚生委員に申請をおこない、履修指導を受けること。その上で、早期卒業のためには、 年春学期終

了時に卒業研究のための学力と能力に関する審査をおこない、これに合格することが必要である。

５５．．成成績績のの扱扱いい

 各学期の成績に基づき、担任面談の際、履修指導を実施する。特に、 が に満たない学生は、勉学に関する個別指

導を実施する。

 卒業研究における研究分野配属は、各研究分野への配属上限数を決定の上、成績順に配属希望を取り決定する。なお、
この際、成績は および を基に評価する。

６６．．大大学学院院へへのの飛飛びび入入学学

早期卒業とは別に、 年次終了時の成績が極めて優秀な学生は、 年次に本学大学院の入学試験を受験して大学院に飛び

入学することができる。ただし飛び入学の場合は学部卒業扱いにならないため、将来の資格取得の際には注意を要する。詳細は

教務・厚生委員に相談すること。

７７．．卒卒業業資資格格

(1) 4 年以上在学し、全学教育科目 30 単位以上、学部教育科目から 94 単位以上、合計 124 単位以上を修得し、卒業

に関わる授業科目のGPA が 2.0 以上であり、かつ、卒業審査に合格すること。

（入学前既修得単位として認定された科目、他大学開講科目で単位認定された科目、交換留学（派遣）による認定

科目、「合格」「不合格」で評価される科目は、卒業に関わる授業科目の GPA の対象としない。）

(2) 全学教育科目については、人文社会系基礎科目 4 単位以上、自然科学系基礎科目 4 単位以上、英語 6 単位以上と初

修外国語 2 単位以上を含む外国語 10 単位以上を修得し、合計 30 単位以上修得すること。（ただし、外国人留学生

においては、外国語は日本語で代替することができる。）

(3) 高度全学教育指定科目として学科が指定した基礎科目、グローバル教育科目及びイノベーション教育科目の中から合

計 4 単位以上を 3 年次あるいは 4 年次に修得すること。

(4) 学部教育科目については、以下の(5)～(8)までの条件を満たし 94 単位以上を修得すること。

(5) 学部共通科目（基幹知科目）については、都市科学の基礎 3 科目 3 単位、グローバル・ローカル関連科目 2 科目以

上、リスク共生関連科目 2 科目以上、イノベーション関連科目 2 科目以上、ソーシャルプラクティス関連科目 0単位

以上を含む合計 14 単位以上を修得すること。なお、学部共通科目のうち、都市基盤構造力学、都市基盤材料複合力

学、都市基盤安全学入門Ⅰ、都市基盤水理学、都市基盤土質力学、都市基盤計画論の 6 単位については、それぞれ

の分野の必修科目に直結する重要な科目であるため、修得することを推奨する。

(6) リテラシー科目から必修科目 2 科目 2 単位、基礎演習科目から 1 単位以上、理工学の基礎を学ぶ学科専門基礎科目

から必修科目 2 科目 2 単位を含み 14 単位以上、専門科目 63 単位以上を修得すること。

(7) 専門科目は、専門コア科目から、必修科目 21 単位、選択必修科目 11 単位を含み、専門関連科目から 4 単位以上

を含んで、63 単位以上を修得すること。

(8) 学部教育科目のうち 2 単位以上は、学科の指定する英語関連科目を修得すること。

上限設定の対象とならない科目

都市基盤安全学入門 、測量学実習 、土木技術者コミュニケーション実習、都市環境実験・演習 、構造力学演

習、水理学演習、土質力学演習、都市基盤計画演習、コンクリート工学演習、学外実習、海外インターンシップ、卒業研

究 、第 ターム開講科目、第 ターム開講科目
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３３．．履履修修登登録録単単位位数数のの上上限限

(1) 履修登録単位数の上限(半期)は、指定科目を除き 1 年次 24 単位、2 年次 20 単位、3 年次以上 20 単位とし、上限

緩和措置適用者に対しては 26 単位とする。下記枠内の指定科目はこの計算に含めない。

(2) 履修する学期の直前の一学期に取得した科目の が 以上の場合は、上限緩和措置が適用され 単位ま

で履修できる。ただし、直前の学期に休学していた場合は、休学する直前の学期の が 以上であれば、

休学事由に応じて上限緩和措置が適用される場合があるので、該当者は復学後の履修登録期間までに窓口に申し

出ること。編入学の場合は入学時の春学期の上限は 単位、それ以降は該当する学年の上限単位数が適用され

る。

４４．．早早期期卒卒業業

年次終了時の専門科目の が 以上であり、 年春学期終了時点で卒業研究着手資格を有しかつ卒業に必要な科目

の が 以上で修得した場合で、卒業審査に合格した者については卒業が認定される。この早期卒業を希望する学生は、

年次終了時点に予め教務・厚生委員に申請をおこない、履修指導を受けること。その上で、早期卒業のためには、 年春学期終

了時に卒業研究のための学力と能力に関する審査をおこない、これに合格することが必要である。

５５．．成成績績のの扱扱いい

 各学期の成績に基づき、担任面談の際、履修指導を実施する。特に、 が に満たない学生は、勉学に関する個別指

導を実施する。

 卒業研究における研究分野配属は、各研究分野への配属上限数を決定の上、成績順に配属希望を取り決定する。なお、
この際、成績は および を基に評価する。

６６．．大大学学院院へへのの飛飛びび入入学学

早期卒業とは別に、 年次終了時の成績が極めて優秀な学生は、 年次に本学大学院の入学試験を受験して大学院に飛び

入学することができる。ただし飛び入学の場合は学部卒業扱いにならないため、将来の資格取得の際には注意を要する。詳細は

教務・厚生委員に相談すること。

７７．．卒卒業業資資格格

(1) 4 年以上在学し、全学教育科目 30 単位以上、学部教育科目から 94 単位以上、合計 124 単位以上を修得し、卒業

に関わる授業科目のGPA が 2.0 以上であり、かつ、卒業審査に合格すること。

（入学前既修得単位として認定された科目、他大学開講科目で単位認定された科目、交換留学（派遣）による認定

科目、「合格」「不合格」で評価される科目は、卒業に関わる授業科目の GPA の対象としない。）

(2) 全学教育科目については、人文社会系基礎科目 4 単位以上、自然科学系基礎科目 4 単位以上、英語 6 単位以上と初

修外国語 2 単位以上を含む外国語 10 単位以上を修得し、合計 30 単位以上修得すること。（ただし、外国人留学生

においては、外国語は日本語で代替することができる。）

(3) 高度全学教育指定科目として学科が指定した基礎科目、グローバル教育科目及びイノベーション教育科目の中から合

計 4 単位以上を 3 年次あるいは 4 年次に修得すること。

(4) 学部教育科目については、以下の(5)～(8)までの条件を満たし 94 単位以上を修得すること。

(5) 学部共通科目（基幹知科目）については、都市科学の基礎 3 科目 3 単位、グローバル・ローカル関連科目 2 科目以

上、リスク共生関連科目 2 科目以上、イノベーション関連科目 2 科目以上、ソーシャルプラクティス関連科目 0単位

以上を含む合計 14 単位以上を修得すること。なお、学部共通科目のうち、都市基盤構造力学、都市基盤材料複合力

学、都市基盤安全学入門Ⅰ、都市基盤水理学、都市基盤土質力学、都市基盤計画論の 6 単位については、それぞれ

の分野の必修科目に直結する重要な科目であるため、修得することを推奨する。

(6) リテラシー科目から必修科目 2 科目 2 単位、基礎演習科目から 1 単位以上、理工学の基礎を学ぶ学科専門基礎科目

から必修科目 2 科目 2 単位を含み 14 単位以上、専門科目 63 単位以上を修得すること。

(7) 専門科目は、専門コア科目から、必修科目 21 単位、選択必修科目 11 単位を含み、専門関連科目から 4 単位以上

を含んで、63 単位以上を修得すること。

(8) 学部教育科目のうち 2 単位以上は、学科の指定する英語関連科目を修得すること。

上限設定の対象とならない科目

都市基盤安全学入門 、測量学実習 、土木技術者コミュニケーション実習、都市環境実験・演習 、構造力学演

習、水理学演習、土質力学演習、都市基盤計画演習、コンクリート工学演習、学外実習、海外インターンシップ、卒業研

究 、第 ターム開講科目、第 ターム開講科目

C  3 

８８．．卒卒業業研研究究をを行行ううたためめにに必必要要なな要要件件

(1) 年以上在学していること。早期卒業については、 の４ を参照のこと。

(2) 卒業研究に着手する際には、履修基準表「卒業研究着手に必要な単位数」を満たすことが必要である。必要な単位数を満た
し、卒業研究着手資格を取得した者は、 年次春学期に「卒業研究 」を必ず履修登録すること。

(3) 卒業研究着手資格者は審査の上公表する。
(4) 年次秋学期に卒業研究を継続するためには、履修基準表「 年次春学期末までに修得すべき単位数」を満たしていることが必

要である。当該単位数を満たしている場合、 年次秋学期に「卒業研究 」を必ず履修登録すること。

(5) 「卒業研究 」および「卒業研究 」の単位を取得し、なおも履修基準表「卒業に必要な単位数」を満たさない場合は、その

後の単位取得により、「卒業に必要な単位数」を満たす時点で卒業資格審査を行う。

９９．．履履修修基基準準表表

科目群
卒業研究着手に

必要な単位数

年次春学期末まで

に修得すべき単位数

卒業に必要な

単位数

全

学

教

育

科

目

基礎

科目

人文社会系 ※

自然科学系 ※

グローバル教育科目 選択 選択 選択（ 以上）

※イノベーション教育科目 選択 選択

外国語

（※ ）

英語科目

初修外国語 － －

計

健康スポーツ科目
選択（ 単位まで

算入できる）

選択（ 単位まで

算入できる）

選択（ 単位ま

で算入できる）

計

学

部

教

育

科

目

※

学部共

通科目

都市科学の基礎 － －

グローバル・ローカル

関連
－ － （ 科目）

リスク共生関連 － － （ 科目）

イノベーション関連 － － （ 科目）

ソーシャルプラクティス

関連
－ － 選択（ 以上）

計

リテラシー科目 以上 以上

基礎演習科目 以上 以上

専門基

礎科目

カテゴリー

カテゴリー

計

専門

科目

専門コア

科目

必修

選択

必修

専門関連科目 以上 以上

計

計

総単位数

(※１ 高度全学教育指定科目として、 年次以降に本学科が指定した基礎科目、グローバル教育科目及びイノベーション教育科

目の中から 単位以上を履修すること。

(※2)学部教育科目のうち2単位以上は、学科の指定する英語関連科目を修得すること。

(※3)外国人留学生においては、日本語科目を外国語科目に代替できる。

高度全学教

育指定科目

から 単位以

上 ※
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授授業業科科目目一一覧覧

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

セメスター

／ターム

（※）

単位数

備 考必

修

選
択
必
修

選

択

【全学教育科目】

基礎科目
自然科学系

国土学とグローバル社会Ⅰ １ ①   

国土学とグローバル社会Ⅱ １ ②   

地質リスクマネジメントⅠ １ ④   

地質リスクマネジメントⅡ １ ⑤   

【学部教育科目】

基礎演習

科目

都市基盤応用数学Ⅰ １ ①   単位以上を修得

すること。都市基盤応用数学Ⅱ ②   

リテラシー

科目

シミュレーションのための情報リテラシーⅠ ②    

シミュレーションのための情報リテラシーⅡ ②   

学部共通

科目

都市基盤構造力学 ④   

学部共通科目の

うち左記 単位の

修得を推奨する。

都市基盤材料複合力学 ④   

都市基盤安全学入門Ⅰ １ ①   

都市基盤水理学 ①   

都市基盤土質力学 ①   

都市基盤計画論 １ ⑤   

その他の科目は ページを参照

専

門

基

礎

科

目

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ

応用数学 春   カテゴリーＡから

単位以上、カテ

ゴリーＢから 単

位以上、必修

科目 単位を含

む 単位以上を

修得すること。

解析学Ⅰ 春   

解析学Ⅱ 秋   

関数論 春   

線形代数学Ⅰ 春   

線形代数学Ⅱ 秋   

微分方程式Ⅰ 秋   

微分方程式Ⅱ 秋   

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ

物理学ⅠＡ 春   

物理学ⅠＢ 秋   

物理学Ⅱ 春   
 確率・統計 秋   

計測 春   

図学Ⅰ 春   

図学Ⅱ 秋   

地域経済政策 春   

土木史と文明Ⅰ ④   

土木史と文明Ⅱ ⑤   

＊配当年次、開講タームは今後変更も想定されるため、毎年春に配布される時間割表を必ず確認すること。
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授授業業科科目目一一覧覧

科目

区分
授業科目の名称 配当年次

セメスター

／ターム

（※）

単位数

備 考必

修

選
択
必
修

選

択

【全学教育科目】

基礎科目
自然科学系

国土学とグローバル社会Ⅰ １ ①   

国土学とグローバル社会Ⅱ １ ②   

地質リスクマネジメントⅠ １ ④   

地質リスクマネジメントⅡ １ ⑤   

【学部教育科目】

基礎演習

科目

都市基盤応用数学Ⅰ １ ①   単位以上を修得

すること。都市基盤応用数学Ⅱ ②   

リテラシー

科目

シミュレーションのための情報リテラシーⅠ ②    

シミュレーションのための情報リテラシーⅡ ②   

学部共通

科目

都市基盤構造力学 ④   

学部共通科目の

うち左記 単位の

修得を推奨する。

都市基盤材料複合力学 ④   

都市基盤安全学入門Ⅰ １ ①   

都市基盤水理学 ①   

都市基盤土質力学 ①   

都市基盤計画論 １ ⑤   

その他の科目は ページを参照

専

門

基

礎

科

目

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ

応用数学 春   カテゴリーＡから

単位以上、カテ

ゴリーＢから 単

位以上、必修

科目 単位を含

む 単位以上を

修得すること。

解析学Ⅰ 春   

解析学Ⅱ 秋   

関数論 春   

線形代数学Ⅰ 春   

線形代数学Ⅱ 秋   

微分方程式Ⅰ 秋   

微分方程式Ⅱ 秋   

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ

物理学ⅠＡ 春   

物理学ⅠＢ 秋   

物理学Ⅱ 春   
 確率・統計 秋   

計測 春   

図学Ⅰ 春   

図学Ⅱ 秋   

地域経済政策 春   

土木史と文明Ⅰ ④   

土木史と文明Ⅱ ⑤   

＊配当年次、開講タームは今後変更も想定されるため、毎年春に配布される時間割表を必ず確認すること。
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科目

区分
授業科目の名称 配当年次

セメスター

／ターム

（※）

単位数

備 考必

修

選
択
必
修

選

択

専

門

科

目

専

門

コ
ア

科

目

海外インターンシップ ～ ③or⑥   専門コア科目か

ら、必修科目

単位、選択必修

科目 単位以上

を修得すること。

海岸防災工学Ⅰ ①   

海岸防災工学Ⅱ ②   

学外実習 ③or⑥   

河川工学 ⑤   

環境水理学Ⅰ ④   

環境水理学Ⅱ ⑤   

気象災害リスクⅠ ④   

気象災害リスクⅡ ⑤   

建設の国際プロジェクト・マネジメントⅠ ④   

建設の国際プロジェクト・マネジメントⅡ ⑤   

建設材料とリサイクルⅠ ①   

建設材料とリサイクルⅡ ②   

公共交通工学 ②   

鋼構造と都市インフラⅠ ④   

鋼構造と都市インフラⅡ ⑤   １

構造力学Ⅱ ⑤   

構造力学Ⅲ ①   

構造力学Ⅳ ②   

構造力学演習 ⑤   

構造リスク設計論Ⅰ ①   

構造リスク設計論Ⅱ ②   

交通工学技術論 ⑤   

交通工学理論 ④   

土木技術者コミュニケーション実習 秋   

国際連携科目（海外拠点） ③   

コンクリート工学演習 ①   

鉄筋コンクリート構造 ⑤   

資源循環・廃棄物学Ⅰ ①   

資源循環・廃棄物学Ⅱ ②   

地震防災都市論Ⅰ ④   

地震防災都市論Ⅱ ⑤   

土質力学Ⅱ ①   

土質力学Ⅲ ④   

土質力学Ⅳ ⑤   

地盤リスク工学Ⅰ ①   

地盤リスク工学Ⅱ ②   

構造動力学Ⅰ ①   

構造動力学Ⅱ ②   

＊配当年次、開講タームは変更される可能性もあるため、年度ごとに配布する時間割表を必ず確認すること。
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科目

区分
授業科目の名称 配当年次

セメスター

／ターム

（※）

単位数

備 考必

修

選
択
必
修

選

択

専

門

科

目

専

門

コ
ア

科
目

水文水資源学 ④    

水理学Ⅱ ②   

水理学Ⅲ ④   

水理学Ⅳ ⑤   

水理学演習 ①   

測量学 ①   

測量学実習Ⅰ 春   

測量学実習Ⅱ
不定期・

集中

  

卒業研究Ａ 春   

卒業研究Ｂ 秋   

都市環境実験・演習Ａ 春   

都市環境実験・演習Ｂ 春   

都市環境設計製図Ⅰ ①   

都市環境設計製図Ⅱ ②   

都市基盤安全学入門Ⅱ ②   

都市基盤解析論 秋   

都市基盤計画演習 ①   

地域・都市計画 ④   

都市景観設計Ⅰ ④   

都市景観設計Ⅱ ⑤   

都市下水工学 ⑤   

都市交通計画 ①   

都市上水工学 ④   

土質力学演習 ④   

都市と地盤環境Ⅰ ④   

都市と地盤環境Ⅱ ⑤   

途上国における都市づくりⅠ ①   

途上国における都市づくりⅡ ②   

複合構造 ⑤   

プレストレストコンクリート構造 ④   

メインテナンス工学Ⅰ ④   

メインテナンス工学Ⅱ ⑤   

＊配当年次、開講タームは変更される可能性もあるため、年度ごとに配布する時間割表を必ず確認すること。
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科目

区分
授業科目の名称 配当年次

セメスター

／ターム

（※）

単位数

備 考必

修

選
択
必
修

選

択

専

門

科

目

専

門

コ
ア

科
目

水文水資源学 ④    

水理学Ⅱ ②   

水理学Ⅲ ④   

水理学Ⅳ ⑤   

水理学演習 ①   

測量学 ①   

測量学実習Ⅰ 春   

測量学実習Ⅱ
不定期・

集中

  

卒業研究Ａ 春   

卒業研究Ｂ 秋   

都市環境実験・演習Ａ 春   

都市環境実験・演習Ｂ 春   

都市環境設計製図Ⅰ ①   

都市環境設計製図Ⅱ ②   

都市基盤安全学入門Ⅱ ②   

都市基盤解析論 秋   

都市基盤計画演習 ①   

地域・都市計画 ④   

都市景観設計Ⅰ ④   

都市景観設計Ⅱ ⑤   

都市下水工学 ⑤   

都市交通計画 ①   

都市上水工学 ④   

土質力学演習 ④   

都市と地盤環境Ⅰ ④   

都市と地盤環境Ⅱ ⑤   

途上国における都市づくりⅠ ①   

途上国における都市づくりⅡ ②   

複合構造 ⑤   

プレストレストコンクリート構造 ④   

メインテナンス工学Ⅰ ④   

メインテナンス工学Ⅱ ⑤   

＊配当年次、開講タームは変更される可能性もあるため、年度ごとに配布する時間割表を必ず確認すること。

C 7

科目

区分
授業科目の名称 配当

年次

セメスター

／ターム

（※）

単位数

備 考必

修

選
択
必
修

選

択

専

門

科

目

専

門

関

連

科

目

安全工学概論 春 専門関連科目か

ら４単位以上を修

得すること。

開発人類学講義 春

特別講義 建設技術の最新動向と社会貢献 秋

公共施設の計画Ａ ①

公共施設の計画Ｂ ②

コミュニティデザイン講義 秋

国際政治学講義 春

自然環境リスク共生概論Ａ（地球と環境） ①

自然環境リスク共生概論Ｂ（生物と環境） ④

地球科学 春

都市環境設備計画Ⅰ ①

都市環境設備計画Ⅱ ②

都市環境リスク共生論Ｂ ⑤

都市計画とまちづくりⅠ ①

都市計画とまちづくりⅡ ②

都市リスクの空間分析とマネジメントＢ ・ ②

人間生活と建築計画Ⅰ ④

人間生活と建築計画Ⅱ ⑤

文化人類学講義 秋

・ 春 英語関連科目

・ 秋 英語関連科目

応用数学演習Ａ 春

応用数学演習Ｂ 秋

環境管理学 秋

溶接工学概論 秋

環境法Ⅰ ①

環境法Ⅱ ④

基礎化学 秋

国際経営論Ⅰ 春

国際経営論Ⅱ 秋

（※）春＝春セメスター、秋＝秋セメスター、丸数字＝各タームを表す。なお、配当年次、開講タームは変更され

る可能性もあるため、年度ごとに配布する時間割表を必ず確認すること。



実実践践的的「「知知」」とと学学習習・・教教育育目目標標のの対対応応表表

実践的「知」

学習・教育目標
．知識・教養 ．思考力

．コミュニケーショ

ン能力
．倫理観・責任感

（１ 土木技術が社会や自然に対して

極めて大きな影響を及ぼすものである

ことを理解し、技術者としての責任を

自覚すると共に、地球的観点にたって

自然環境との調和のとれた共生を目

指すことの重要性を理解する。

◎ ○

 

○

（２ 自然科学、人文科学、社会科学な

ど、幅広い学識としての教養を習得

し、これらが都市や社会を自然災害

から守るとともに豊かにすることを使

命とする土木工学を学ぶ上で有用な

基礎学理であることを理解すると共

に、社会の要求を的確に把握し解決

する能力を身につける。

◎ ○

 

○

（３ 科学技術における共通的リテラシ

ーとしての数学、英語、情報技術を習

得し、それらを用いた最先端技術を活

用する能力を身につける。

◎

 

○

 

（４ 構造工学系、水工学系、地盤

工学系、土木計画学系、土木材料学

系の基礎学理を理解する。

◎ ○

  

（５ 主要分野に関する実験・実習・演

習を通して、基礎学理を踏まえた実現

象への理解を深める。
○ ◎

 

○

（６ 主要分野に関する演習・研究を

通して、自主的・継続的な学習能力

と、与えられた制約条件の下で計画

的に仕事を進め、成果をとりまとめ

る能力を身につける。

○ ○ ○ ◎

（７ 主要分野に関する演習・研究を

通して、日本語による論理的な記述

力、口頭発表力、討議等のコミュニケ

ーション能力を身につける。

 

○ ◎ ○

（８ 主要分野に関する演習・研究を

通して、国際的に通用するコミュニケ

ーション能力を身につけると共に、技

術英語の読解力の基礎を涵養する。

○

 

◎

 

（９ 以上を総合し、土木技術者として

所属する各組織において、自己およ

び相手の取るべき行動を的確に判断

し、他者と協働するとともにリーダーシ

ップのとれる素養を身につける。

○ ○ ○ ◎
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実実
践践

的的
「「
知知

」」
とと

学学
習習
・・

教教
育育

目目
標標
のの

対対
応応

表表

実
践
的
「知

」

学
習
・教

育
目
標

．
知
識
・教

養
．
思
考
力

．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力

．
倫
理
観
・責

任
感

（
１
土
木
技
術
が
社
会
や
自
然
に
対
し
て

極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
技
術
者
と
し
て
の
責
任
を

自
覚
す
る
と
共
に
、
地
球
的
観
点
に
た
っ
て

自
然
環
境
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
生
を
目

指
す
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

◎
○

 

○

（
２
自
然
科
学
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
な

ど
、
幅
広
い
学
識
と
し
て
の
教
養
を
習
得

し
、
こ
れ
ら
が
都
市
や
社
会
を
自
然
災
害

か
ら
守
る
と
と
も
に
豊
か
に
す
る
こ
と
を
使

命
と
す
る
土
木
工
学
を
学
ぶ
上
で
有
用
な

基
礎
学
理
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
共

に
、
社
会
の
要
求
を
的
確
に
把
握
し
解
決

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

◎
○

 

○

（
３
科
学
技
術
に
お
け
る
共
通
的
リ
テ
ラ
シ

ー
と
し
て
の
数
学
、
英
語
、
情
報
技
術
を
習

得
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
最
先
端
技
術
を
活

用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

◎

 

○

 

（
４
構
造
工
学
系
、
水
工
学
系
、
地
盤

工
学
系
、
土
木
計
画
学
系
、
土
木
材
料
学

系
の
基
礎
学
理
を
理
解
す
る
。

◎
○

 
 

（
５
主
要
分
野
に
関
す
る
実
験
・実

習
・演

習
を
通
し
て
、
基
礎
学
理
を
踏
ま
え
た
実
現

象
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

○
◎

 

○

（
６
主
要
分
野
に
関
す
る
演
習
・
研
究
を

通
し
て
、
自
主
的
・
継
続
的
な
学
習
能
力

と
、
与
え
ら
れ
た
制
約
条
件
の
下
で
計
画

的
に
仕
事
を
進
め
、
成
果
を
と
り
ま
と
め

る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

○
○

○
◎

（
７
主
要
分
野
に
関
す
る
演
習
・
研
究
を

通
し
て
、
日
本
語
に
よ
る
論
理
的
な
記
述

力
、
口
頭
発
表
力
、
討
議
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

○
◎

○

（
８
主
要
分
野
に
関
す
る
演
習
・
研
究
を

通
し
て
、
国
際
的
に
通
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、
技

術
英
語
の
読
解
力
の
基
礎
を
涵
養
す
る
。

○

 

◎

 

（
９
以
上
を
総
合
し
、
土
木
技
術
者
と
し
て

所
属
す
る
各
組
織
に
お
い
て
、
自
己
お
よ

び
相
手
の
取
る
べ
き
行
動
を
的
確
に
判
断

し
、
他
者
と
協
働
す
る
と
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
と
れ
る
素
養
を
身
に
つ
け
る
。

○
○

○
◎
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